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前
淡
の
武
士
析
は
関
家
統
治
の
貫
支
ケ
一
途
一
行
す
る
必
妥
上
か
ら
有
能
な
る
人
物
を
養
成
せ
ん
と
し
、
五
一
絞
博
士
及
び
博

士
滋
子
同
只
ぞ
設
け
た
が
、
博
士
弟
子
員
設
授
の
原
動
力
と
活
b
た
る
公
孫
弘
の
奏
請
文
の
顕
初
代
は
、
民
衆
数
育
の
子

段
と
し
℃
純
一
楽
の
重
要
な
る
乙
と
な
述
べ
、
殊
に
純
子
}
興
す
を
天
下
の
先
と
魚
す
と
し

玄
関
。
導
氏
以
穂
、
。
風
之
以
山
梨
。
婚
刺
荒
唐
安
之
大
伶
也
、
今
機
滋
柴
散
。
股
英
一
怒
荒
。
故
詳
延
天
下
方
開
之
士
。

成
受
諾
朝
。
共
令
磁
・
官
効
率
講
義
。
リ
冷
間
務
遺

om(踏
以
怨
天
下
先
。
(
臨
ん
陣
内
漢
書
、
)

正
一
一
日
夕
て
居
る
が
、
氏
の
精
判
的
陶
冶
の
職
能

E
有
す
る
総
幾
の
施
設
に
関
し
て
は
、
幾
府
を
置
き
」
李
延
年
を
協
律
都

尉
に
任
じ
、
緊
の
研
究
は
行
は
れ
た
が
、
耀
に
就
い
て
は
何
等
り
溺
立
的
攻
究
機
関
は
新
設
さ
る
¥
に
五
ら
な
か
っ
た
。

品
品
川
の
後
、
前
法
末
玉
葬
の
時
に
昨
孫
子
}
立
て
穂
幾
を
以
て
天
下
を
数
化
し
た
が
、
間
も
な
く
字
乱
に
選
以
て
破
壊
せ
ら

れ
、
後
淡
に
及
び
て
光
武
帝
再
び
併
棄
を
建
設
し
、
明
帝
は
先
屍
に
於
い
て
郷
飲
料
雄
、
郷
射
鵡
及
び
一
一
夜
老
鴎
等
テ
一
一
行



以
、
天
下
に
鵡
義
の
零
余
す
べ

3
と
と
を
示
し
、
更
に
向
貯
は
大
風
一
を
燦
し
て
僻
棄
の
み
を
以
て
数
化
の
根
源
と
魚
さ

λ
と
す
る
程
に
重
要
視
し
、
大
島
十
燦
止
は
途
に
究
行
主
れ
な
か
っ
た
が
、
大
島
一
を
経
舎
の
義
理
を
授
く
る
知
的
数
育
所

と
す
れ
ば
、
昨
夜
は
総
の
内
察
を
敬
へ
る
道
徳
的
精
一
判
的
敬
育
所
と
し
て
の
特
質
を
有
し
、
法
代
数
育
史
上
此
の
二
者

は
不
可
離
の
関
係
そ
有
し
た
の
で
あ
る
。

一
、
癖
濯
の
愛
還
過
程

渓
代
に
於
け
る
僻
濯
の
成
立
と
共
の
経
透
過
程

E
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
前
践
の
高
斑
天
下
を
統
一
し
た
が
鴎
内
の
捻

備
工
作
に
忙
殺
せ
ら
れ
、
文
化
的
設
備
を
魚
す
法
な
く
専
ら
武
力
主
義
に
擦
ク
て
居
だ
が
、
武
帝
に
一
品
十
一
る
や
武
を
以
て

天
下
を
統
治
す
る
方
法
は
一
般
落
乞
告
げ
、
人
心
安
定
の
怨
に
文
事
に
意
を
用
ひ
大
問
中
を
立
つ
る
乙
と
な
ど
が
あ
っ
た

が
、
昨
濯
に
関
し
て
は
前
波
書
、
児
究
停
に

問
者
部
一
一
統
懸
絶
。
陛
下
後
慎
。
令
指
天
地
。
組
立
明
堂
僻
難
。
宗
泥
泰
山
。

と一一一一同ひ、

又
問
、
河
間
献
支
停
に
は
武
帝
持
。
獄
王
米
朝
。
獄
雅
祭
。
針
三
波
宮
。
と
あ
b
、
後
漢
の
熔
初
は
三
一
般
官

を
注
し
て
粋
灘
、
明
堂
、
震
義
友

b
と
し
、
之
等
よ

b
推
測
す
る
時
代
は
武
帝
の
時
に
砕
濯
が
存
在
し
て
庇
っ
た
如
く

に
考
へ
ら
れ
、
一
ニ
腕
…
資
問
に
は
河
問
獄
王
停
の
文
を
引
用
し

渓
砕
混
在
長
安
西
北
七
史
。
漢
書
、
河
筒
獄
王
来
抑
制
。
駁
雅
幾
。
武
帝
釣
之
一
一
一
昨
官
。
部
此
。

と
述
べ
、
後
世
三
夜
宮
を
熔
濯
、
明
堂
、
震
蚤
と
す
る
探
訪
の
設
に
従
ム
者
が
多
く
、
実
以
児
も

一一一九
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撲
初
A
n
明
笠
媛
畿
宰
張
。
説
一
之
三
畿
。
亦
誇
之
三
官
。
(
謹
一
室
、
)

察
官
と
砕
怒
と
の
関
係
に
就
き

っ
て
涜
る
が
、
馬
端
的
側
は

同
川
嘉
王
葬
持
方
立
之
。
武
帝
ω
…
阪
湾
土
弟
子
員
。
不
遇
令
企
(
授
開
門
午
前
操
業
遜
雲
上
第
者
。
擦
用
之
。
来
世
間
築
ハ
円
以
庇
之

也
。
然
考
鬼
究
所
一
一
一
一
向
。
胤
(
…
別
問
獄
王
針
三
沼
市
川
尚
之
幕
。
別
似
巴
立
武
市
之
時
何
也
。
蓋
古
名
市
間
事
。
:
:
!
克
究
時

然
御
史
大
犬
。
従
拘
束
封
。
還
登
明
堂
上
毒
。
所
一
一
一
一
口
如
免
。
別
所
指
者
。
疑
此
明
堂
耳
。
窓
問
問
獄
王
mm
お
之
地
。

亦
日
河
北
一
慮
。
非
養
士
之
壁
挽
也
。
(
紅
側
抑
一
考
、
)

ー
丘
一
一
回
以
、
仲
間
悲
は
子
…
葬
の
-
特
に
建
立
せ
‘
ら
れ
た
る
に
、
武
帝
の
特
に
就
に
設
け
ら
れ
た
る
如
く
前
談
番
に
え
ゆ
る
の
を

疑
問
と
し
、
児
究
停
に
明
堂
、
時
混
と
あ
る
の
を
明
堂
の
み
で
は
な
か
ら
ラ
か
と
し
、
駿
一
土
の
甥
せ
し
所
を
泰
山
の
問
問

金
と
し
、
時
悲
で
は
な
い
と
の
意
見
を
持
し
臨
南
設
に
反
針
し
て
居
る
。

武
帝
の
時
代
於
け
る
僻
濃
の
存
否
に
は
斯
く
の
如
く
二
設
あ
る
、
が
、
史
記
、
封
秘
書
及
び
前
漢
書
、
武
帝
施
、
踏
紫
志
、

郊
和
志
に
は
、

武
併
の
部
位
の
初
に
長
安
誠
潟
に
明
笠
宮
立
て
ん
之
と

会
計
し
た
が
失
敗
に
終
っ
た
乙
と
を
記
し

上
P

武
帝
〉
郷
係
街
。
招
賢
良
。
越
給
。
王
減
紘
一
寸
。
以
文
由
学
怨
公
卿
。
欲
議
古
立
間
切
堂
誠
南
。
以
判
誇
侯
。
本
部
一
狩
封

続
。
改
俊
一
般
色
事
。
米
就
。
務
太
后
不
好
儒
街
。
使
人
徴
伺
越
給
等
姦
利
事
。
按
給
滅
。
総
減
自
殺
。
諮
所
興
品
川
皆
緩
。

¥
有
漢
書
、
〆

f
郊
秘
芯
上
¥

ひ
、
放
(
の
後
に
明
笠
は
建
設
さ
れ
し
た
が



一
苅
-
封
一
一
年
J

秋
件
捜
晶
子
泰
山
下
。
(
附
時
一
階
、
)

と
あ
る
如
く
長
安
城
で
な
〈
泰
山
の
下
で
あ
長
、
若
し
一
一
一
難
宮
は

mm堂
、
砕
難
、
震
憂
を
'
包
括
せ
る
名
稀
な

b
と
す
れ

ば
一
、
昨
難
も
泰
山
の
下
に
殺
る
乙
と
に
な
b
、
此
の
事
は
後
世
降
一
躍
は
天
子
の
居
住
す
る
近
郊
に
置
か
れ
た
る
常
例
代

反
す
る
し
、
棄
に
前
漢
書
、
武
帝
総
に
は
明
堂
に
祭
犯
し
た
例
、
が
多
数
に
存
す
る
が
、
降
濯
に
就
い
て
は
一
一
一
一
一
同
も
記
述

し
℃
庇
ら
無
い
。
加
ふ
る
に
成
帝
の
時
に
劉
向
は
僻
磁
を
艦
れ
さ
ん
と
と
を
上
奏
し
、
~
ず
は
公
卿
に
共
の
議
を
一
計
ら
し
な

4

る
乙
と
な
ど
あ
っ
た
が
、
向
の
病
卒
後
は
丞
相
、
大
司
祭
等
沈
の
遺
志
を
緩
い
で
僻
棄
の
造
立
を
奏
諒
し
た
が
、
帝
の

崩
御
に
遭
ひ
て
安
一
現
さ
れ
・
な
か
っ
た
と
と
も
あ
る
。
(
閥
均
一
時
)

新
か
る
誇
結
よ
b
武
併
の
時
の
一
一
一
窮
宮
は
明
堂
、
時
菜
、
震
憂
で
あ
る
と
す
る
燦
初
の
設
に
は
従
ひ
難
い
。
若
し
武
帝

の
時
に
勝
第
、
が
あ
ん
リ
と
す
れ
ば
、
成
帝
に
劉
向
は
之
が
建
設
を
奏
す
る
必
要
も
無
く
、
恐
ら
く
熔
散
は
後
漢
時
代
に
於

い
て中

元
元
年
。
初
時
純
一
一
↓
一
家
。
議
時
間
下
)

、
水
平
二
年
。
(
一
二
蛇
初
成
。
人
間
炉
停
)

と
あ
る
如
く
、
一
一
一
斑
は
明
堂
、
時
菜
、
震
牽
の
統
一
名
穏
で
あ
っ
た
り
を
祉
部
漢
品
一
一
回
、
河
問
獄
王
俸
に
越
沼
し
て
注
し
μ

だ
も
の
で
あ
ら
う
。
然
し
て
割
安
縞
は
加
の
立
場
よ
λ

ジ
大
問
中
と
共
に
舟
濯
も
武
J

悟
の
時
よ
b
置
か
れ
た
る
も
の
で
あ
る

a
 

4
、.よ仇し
uωh

J
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と
し案

太
祭
小
島
?
及
跨
疑
。
皆
武
帝
立
。
:
:
:
似
西
漢
未
存
持
薬
太
撃
者
。
年
代
寝
透
。
貯
薙
序
序
。
中
東
復
邸
周
。
故
劉

向
復
怨
議
立
。
非
必
成
・
常
前
。
無
僻
疑
太
率
也
。
(
愈
態
録
)

とふ一一円つ

τゐ
る
が
、
若
し
武
彰
一
の
持
よ
h
熔
薙
は
存
し
て
み
た
が
、
中
途
よ
b
廃
せ
ら
れ
た
の
で
お
肉
、
が
再
興
せ
ん
こ

と
を
上
奏
し
た
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
共
の
援
す
る
に
至
ク
た
歴
史
的
伎
惑
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
前
漢
書
、
穫

祭
志
に
は
縫
免
郡
に
で
古
麓
十
六
枚
を
得
だ
か
ら
穣
幾
を
探
ぜ
ん
急
に
侍
薙
を
立
つ
ベ
し
、
と
の
理
由
に
な
っ
て
屍

b
、
武
帝
と
何
等
相
関
ん
ザ
係
争
ピ
有
し
て
ゐ
な
く
、
劉
資
務
の
設
も
肯
定
す
る
乙
と
は
出
来
な
い
。

要
す
る
に
武
帝
の
時
に
は

ハ
武
帝
)
時
大
儒
公
孫
弘
、
茎
仲
鋒
壮
一
す
。
皆
以
怨
一
耳
目
中
正
雅
立
之
大
裂
。
春
秋
郷
荷
作
於
察
官
。
(
締
法

F
H誠

一
)

と
あ
る
如
く
、
大
撃
の
教
授
者
の
中
に
は
幾
や
郷
射
の
如
き
櫨
に
遜
じ
た
る
人
も
居
b
、
之
等
の
人
が
準
生
に
経
書
を

数
へ
鵡
儀
も
授
け
た
る
を
以
て
、
特
別
に
鉾
濯
を
設
け
鵡
儀
乞
専
問
に
研
究
さ
せ
る
乙
と
を
要
し
な
か
っ
た
の
で
設
立

3
れ
な
か
っ
た
が
、
武
帝
以
後
大
療
は
経
書
の
義
理
の
研
究
の
み
を
行
ぴ
穂
儀
を
省
み
な
く
な
っ
た
の
で
、
都
向
の
奏

鵠
と
mm
っ
た
の
で
あ
る
と
思
ム
。

一
や
帝
の
時
に
吏

b
て
王
葬
は
明
堂
、
降
薙
を
立
J

し
ん
乙
と
を
奏
し

元
始
四
年
。
安
議
会
第
立
…
明
堂
緑
茶
。
街
道
一
炉
解
脱
)



ム
}
あ
b
、
一
英
の
翌
年
代
明
堂
に
於
い
て
袷
祭
を
行
っ
て
居
長

元
始
五
年
春
正
月
。
袷
祭
明
堂
。
(
向
上
〉

と
言
っ
て
ほ
ぬ
る
か
ら
、
明
堂
の
竣
成
せ
る
乙
と
は
分
b
、
一
晃
代
前
波
書
、
粛
望
之
停
に

元
始
中
。
作
明
堂
僻
孫
。
大
朝
誇
侯
。

と
あ
b
、
又

及
玉
川
狩
匁
受
徴
。
欲
燦
衆
庶
。
途
血

(
J

僻
難
。
図
以
築
。
(
耐
蛾
持
、
)

と
あ
る
記
事
等
に
依
っ
て
蹄
液
も
落
成
し
た
乙
と
を
知
る
、
が
、
時
薙
の
位
置
は

衆
丘
ハ
後
椛
葬
妻
子
組
家
。
焼
北
ハ
棺
梓
及
九
織
明
堂
降
怒
。
火
照
域
中
。
(
脱
線
…
時
一
r
)

と
古
川
り
て
居
る
文
に
擦
れ
ば
、
明
俊
一
と
共
に
長
安
械
の
近
J

消
却
に
在
っ
た
之
と
、
が
想
像
せ
ら
れ
る
。

後
漢
の
光
武
帝
談
室
を
一
件
興
す
る
や
、
十
回
総
博
士
を
霞

3
大
島
?
を
設
く
る
な
ど
文
化
方
面
に
カ
を
入
れ
た
が
、
之

松
一
ず
に
引
絞
き
明
堂
、
察
菱
、
砕
夜
等
の
建
築
に
着
し

是
歳
(
中
元
一
平
年
〉
初
起
明
霊
山
去
最
昨
夜
及
北
郊
兆
域
。
(
峨
…
開
時
十
充
)

と
言
っ
て
絞
る
が
、
光
武
帝
の
時
に
は
完
成
遣
れ
ず
し
て
明
治
山
の
時
代
に
竣
功
し
、
後
漢
妻
、
程
醗
停
に
は
明
帝
時
、

砕
孫
、
始
成
。
と
記
さ
れ
、
問
、
明
普
紀
代
擦
れ
ば

永
一
牛
一
一
年
春
正
月
半
一
未
。
宗
泊
料
光
武
皇
帝
於
明
堂
。
・
:
麓
華
。
登
震
基

0

・
:
三
月
。
臨
時
孫
。
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と
あ
る
か
ら
、
永
卒
二
年
三
月
以
前
に
三
者
が
完
成
し
だ
の
で
あ
る
。

砕
斑
の
位
地
は
後
漢
に
て
は
何
庭
に
在
っ
た
か
と
一
一
一
一
回
ふ
と
と
は
明
確
な
る
記
録
な
き
も
、
後
漢
の
態
劫
は
渓
官
儀
下

に
砕
薙
去
籾
堂
一
一
一
百
歩
。
と
一
一
一
一
向
ぴ
、
明
堂
は
後
漢
に
は
前
撲
の
武
殺
の
作
会
し
も
の
と
銭
湯
に
あ
る
も
の
と
あ
b
て

意
帝
部
位
。
一
克
和
二
年
二
月
。
上
東
巡
狩

0

・
:
壬
車
。
宗
瓶
五
帝
於
孝
武
所
作
技
上
間
関
堂
。
光
武
帝
配
。
知
能
陽
明

2
2
0
¥後
襟
番
、
〆

4
宏
一
却
に
知
的
志
」

と
言
。
て
居
る
や
か
、
叉
王
葬
が
長
安
に
明
堂
、
時
援
を
立
て
し
例
よ
b
推
し
て

h

後
撲
の
持
棄
は
維
揚
に
あ
b
明
堂
と

接
近
し
て
立
て
ら
れ
て
居
っ
た
も
の
で
あ
ら
ラ
。

附
仰
が
地
の
構
造
は
前
漢
の
時
の
之
と
は
不
明
で
あ
る
が
、
後
撲
に
於
け
る
も
の
と
し
て
は
白
虎
遜
に

附
伴
者
援
也
。
象
媛
圏
内
払
法
天
也
。
疑
者
慈
一
之
以
水
。
象
数
化
流
行
也
。

と
説
明
し
て
居
b
、
懸
散
も
昨
夜
四
門
外
有
水
。
内
外
山
目
白
有
務
。
と
遮
ベ
て
ゐ
る
程
度
の
之
と
し
か
分
ら
な
い
。

砕
濃
の
意
義
代
就
い
て
は
例
制
向
は
五
機
遇
義
の
中
に
て

天
子
立
時
難
者
何
。
所
以
行
雄
幾
。
笠
化
数
道
天
下
之
入
。
使
魚
士
君
子
。
養
三
老
五
更
。
奥
誇
侯
行
機
之
彪
也
。

を
一
一
倍
以
、
徳
育
を
司
る
を
主
目
的
と
し
、
絡
を
一
…
夜
ム
に
は
鎗
幾
を
以
て
し
、
天
下
の
人
を
士
君
子
た
ら
し
め
る
理
想
を

有
し

τ居
る
の
を
特
色
と
す
る
が
、
白
虎
遜
に
も
之
と
路
I

同
様
な
記
述
を
ゑ
し

天
子
立
時
議
何
。
砕
悲
以
行
鶴
幾
。
笠
徳
化
也
。
砕
者
壁
也
。
象
壁
掛
以
法
天
也
。
液
者
慈
一
之
以
水
、
象
数
化
流
行



也
。
蹄
之
斗
一
一
円
積
也
。
桜
天
下
之
道
徳
。
液
之
潟
品
目
ロ
慈
一
也
。
天
下
之
儀
刻
。
故
詩
之
併
森
也
。

、
と
あ
λ
y

、
昨
夜
は
前
後
淡
を
通
じ
て
糟
楽
を
以
て
道
徳
教
育
そ
施
す
腕
と
魚
し
た
の
で
あ
る
が
、
強
楽
の
中
何
れ
に
玄

黙
を
置
い
た
か
と
言
へ
ば
、
後
波
書
、
張
純
俸
に

張
純
以
部
一
一
九
五
之
建
肘
杯
競
。
所
以
山
口
爪
傘
耀
儀
。

左
あ
・
夕
、
織
が
傘
崇
せ
ら
れ
た
乙
と
そ
知
る
。

僻
疏
は
企
ハ
の
後
袋
t

章
一
要
視
芯
れ
、
明
帝
の
時
代
は
大
島
e
V一
媛
し
て
時
東
を
以
て
之
に
代
ら
し
め
ん
と
し
1

太
尉
越

蒸
の
諌
ふ
一
一
"
に
で
賀
行
当
る
¥
に
奈
ら
な
か
っ
た
、
が
、
後
漢
書
、
程
蹄
停
に
は

明
帝
時
。
僻
挺
始
成
。
欲
致
太
率
。
太
尉
越
議
以
怨
太
準
時
薙
。
比
白
笠
粂
存
。
、
故
並
侍
至
今
。

L'〕
一
記
し
て
ゐ
る
。
明
併
は
降
棄
に
て
大
射
雄
、
養
老
躍
を
畢
へ
る
や
、
経
書
を
自
ら
講
じ
て
区
下
に
設
さ

〈
明
心
情
)
毎
大
射
養
老
勝
一
準
。
帝
誠
一
目
組
祭
及
弟
子
升
堂
。
執
経
由
魚
下
説
。
(
磁
…
崎
、
)

と
あ
る
殺
に
し
て
、
大
撃
の
機
能
を
奪
取
し
た
か
の
如
く
に
見
え
だ
が
、
同
・
帝
以
後
安
帝
の
持
に
至

b
て
大
島
?
と
共
に

衰
退
し
、
般
常
は
大
町
内
や
は
再
興
し
た
が
時
液
は
再
建
し
、
な
か
っ
た
も
の
ら
し
く

頃
-
者
(
時
液
太
出
場
)
頚
援
。
五
回
附
採
鍔
枚
之
慮
。
宣
使
修
繕
。
誘
選
後
準
。
順
帝
従
之
。
程
的
免
後
起
太
撃
。
(
諮
…
崎
、
)

ーとあ
b
、
降
一
雄
は
主
ハ
の
僚
に
放
任
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

て
郷
飲
酒
薩
一
友
び
郷
射
議

↑
二
五



一一一六

僻
援
に
於
け
る
磯
諮
を
後
捧
せ
ん
が
怨
に
、
郷
欽
酒
一
雄
、
郷
軒
別
措
及
び
養
老
穫
の
三
識
を
行
ひ
て
徳
化
数
育
を
魚
し

カ
が
、
前
節
に
て
述
べ
し
知
〈
、
武
帝
時
代
は
大
島
ず
に
℃
郷
射
識
を
行
nu
、
郷
射
の
躍
を
一
行
ム
場
合
、
に
は
飲
酒
す
る
に

払
抗
告
で
、
勿
論
飲
酒
躍
も
同
時
に
寅
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
放
に
、
大
惑
の
み
に
て
知
育
、
徳
育
の
録

擦
を
怨
し
待
た
る
を
以
て
蹄
薙
を
設
く
る
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
尖
の
後
大
壌
は
専
ら
経
書
の
研
究
に
赴
・
3
、
機

を
通
し
て
人
格
子
一
修
妥
す
べ
主
方
」
面
を
問
問
得
す
る
に
至
っ
た
の
で
、
成
お
引
の
時
に
は

成
帝
鴻
嘉
一
一
年
三
月
。
博
士
行
欽
沼
識
。
(
時
臨
時
、
)

川
明
治
二
年
三
月
、
博
士
一
行
大
射
一
躍
。
(
唯
一
時
γ
刊
行
)

‘
唱
と
あ
る
如
く
、
博
士
に
命
じ
行
鵡
せ
し
め
て
ゐ
る

d

然
し
℃
卒
清
紀
と
五
行
志
と
の
関
に
記
事
の
相
逮
が
あ
る
の
は
、

恐
ら
く
武
山
市
常
時
は
郷
射
雄
及
び
郷
飲
酒
楼
は
同
時
に
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
b
、
何
れ
か
一
方
を
書
し
て
他
を
代
表
し

氏
の
遺
風
、
が
成
帝
の
時
に
も
残
存
し
て
居
っ
た
の
で
、
平
常
紀
は
郷
飲
酒
雄
と
し
、
五
行
志
は
大
射
殺
と
し
、
(
前
後
挨

番
広
大
射
と
郷
射
と
を
尚
一
に
扱
っ
て
ゐ
る
)
記
載
様
式
は
呉
り
て
ゐ
る
が
内
容
は
同
一
の
乙
と
を
叙
述
し
て
ゐ
る
の

で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

前
撲
の
末
に
王
葬
は
蹄
液
を
建
設
し
て
磯
儀
を
掌
崇
し
た
が
、
後
談
光
武
帝
も
郷
欽
沼
識
を
行
っ
た
乙
と
が
え
定
、

後
談
議
、
伏
滋
停
に

伏
滋
雄
在
倉
卒
。
造
次
必
於
文
徳
。
以
錦
織
祭
政
化
之
賞
。
類
部
数
不
可
迷
。
是
議
ハ
建
武
一
ニ
年
)
奏
行
郷
飲
酒
鵡
。



逐
施
行
之
。

唱
と
あ
る
が
、
建
武
一
一
一
年
ほ
降
濃
の
建
立
さ
れ
ぎ
る
以
前
で
あ
っ
た
故
に
、
仏
仙
の
躍
は
他
の
趨
営
な
所
に
て
偽
造
れ
た
の

で
あ
ら
う
。
明
帝
に
翠

b
て
は
蹄
援
も
溶
成
し
、
大
射
灘
、
養
老
躍
は
盛
大
に
行
は
れ

永
平
二
年
春
三
月
。
臨
時
難
。
初
行
大
射
機
。
:
・
各
十
日
立
土
ナ
。
・
器
十
時
落
。
初
行
一
一
帯
一
老
鵡
。
(
…
諸
問
、
)

ー
と
あ
b
、
後
漢
書
、
、
緯
儀
志
に
は

明
帝
永
一
や
二
年
三
月
。
上
始
的
家
臣

O

命
的
別
養
三
老
五
葉
子
時
液
。
行
大
射
之
殺
。
都
線
道
行
郷
飲
沼
予
感
校
。

正
一
一
一
日
仏
、
郷
飲
沼
織
の
み
は
郡
線
道
の
準
々
一
校
に
て
行
ひ
、
ゴ
一
月
に
養
老
雄
、
大
射
穫
を
魚
し
た
如
く
見
ゆ
る
が
、
明
帝

紀
代
は
一
二
月
に
大
射
織
、
十
日
に
養
老
穫
と
行
っ
た
と
記
し
て
居
b
、
白
虎
遜
に
は

所
以
十
月
行
郷
飲
酒
之
灘
何
。

き
あ
λν

、
共
の
他
に

永
元
十
四
年
一
二
月
戊
反
。
臨
吋
肝
不
郷
射
。
(
械
一
時
一
向
、
)

機
嘉
一
冗
年
春
三
月
庚
炎
、
版
帝
臨
時
難
。
郷
射
。
(
臨
時
閥
、
)

陽
嘉
二
年
一
各
十
月
皮
午
。
行
鵡
砕
滋
。

ν

内
向
上
)

今
郡
図
十
月
。
行
此
飲
酒
楼
O

F

儀
雄
注
疏
、
郷
飲
酒
之
穂
注
〉

今
郡
随
行
此
穣
(
郷
射
耀
〉
以
季
春
。
ハ
儀
総
注
統
、
郷
射
之
縫
注
〉

七



J、

と
あ
る
例
よ

b
推
せ
ば
、
後
渓
広
三
月
に
郷
射
磯
子
一
行
以
、
、
七
万
誌
は
養
老
穫
と
郷
飲
酒
縫
と
、
が
同
時
代
行
は
れ
た
も

の
と
滋
は
れ
、
織
儀
志
の
か
~
は
街
路
記
訟
を
用
ひ
た
の
で
あ
ら
う
。
前
撲
に
は
郷
射
穫
と
郷
飲
酒
穫
が
同
時
に
施
行
さ

れ
だ
の
で
、
何
れ
か
一
方
を
記
し
て
他
を
も
代
表
す
る
務
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
、
が

E

後
漢
に
至

b
℃

郷
射
は
織
を
初
日
ム
と
一
一
一
一
回
ふ
も
の
¥
、
武
の
要
素
が
加
味
さ
れ
て
居
る
故
比
二
者
を
分
割
し
、
平
和
的
な
郷
飲
一
泊
穫
と
一
交

老
維
と
を
同
時
代
行
以
、
郷
射
離
と
分
け
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
武
は
大
切
な
る
も
の
放
に
秋
九
月
に
も
郷
射

躍
を
行
っ
た
も
の
ら
し
く
、
際
川
別
は

本
駕
綿
一
併
疑
。
従
北
門
入
。
三
月
。
九
月
。
皆
子
中
行
郷
射
強
。
(
鱗
刊
)

恭
一
一
一
月
。
秋
九
月
。
初
白
郷
射
殺
。
(
峨
峨
尚
一
蹴
体
制
…
)

と
寄
っ
て
ほ
刷
る
。

郷
飲
約
践
と
郷
射
磯
と
の
意
義
は
仰
れ
も
総
儀
を
忽
ひ
、
悠
伎
の
潟
養
を
目
的
と
す
る
を
以
て
此
の
黙
に
如
何
関
性
を

有
す
る
が
、
郷
玄
は
二
者
の
関
係
を
理
へ
、
郷
射
織
を
説
明
し
て
錐
先
一
飲
酒
。
主
於
射
也
。
(
一
山
市
側
十
一
一
)
主
一
一
一
口
ぴ
、

射
宮
、
主
と
匁
す
も
、
先
に
飲
消
す
る
と
注
し
て
居
る
。

白
虎
遜
に
は
郷
射
離
を

レ
射
義
非
一
也
。
夫
射
者
執
弓
堅
図
。
心
卒
髄
正
。
然
後
中
也
。
一
一
人
宇
勝
。
衆
以
徳
一
安
也
。
勝
負
侠
降
。
以
山
口
加
藤
一
説
。

放
可
以
選
。



と
述
べ
、
郷
飲
酒
鵡
は

所
以
十
月
行
郷
飲
澗
之
総
初
。
所
以
彼
等
卑
長
幼
之
義
。
一
本
一
変
事
念
。
波
弁
次
総

J

百
十
…
有
子
使
父
。
兄
弟
従
兄
。
故

一
以
事
問
問
限
。
複
長
幼
之
序
也
。

と
説
明
じ
て
ゐ
る
、
が
、
全
く
平
和
的
方
法
に
依
b
て
絡
を
養
ふ
の
で
あ
b
、
養
老
般
の
本
質
は
同
舎
に

王
者
父
率
三
者
。
'
兄
事
五
克
何
。
欲
阪
孝
弟
之
徳
。
以
一
不
天
下
也
。
故
雄
天
子
必
有
掌
也
。
一
一
一
一
口
有
父
位
。
必
有
光
也
。

一
一
一
口
有
兄
也
。

と
記
し
て
居
る
如
く
、
自
的
は
勿
論
手
段
迄
も
平
和
的
な
を
以
て
、
後
漢
代
は
郷
飲
羽
越
と
義
雄
総
と
が
同
時
に
僻
液

に
行
は
れ
る
乙
と
に
魚
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

熔
難
に
於
け
る
之
等
の
儀
式
は
太
常
の
管
轄
に
底
し
、
重
大
な
る
作
法
な
る
故
に
太
常
は
ら
之
に
営
b
て
共
の
磁
儀

を
天
子
に
上
奏
し
、
後
漢
書
、
百
官
志
に
は

太
常
卿
一
人
。
中
二
千
石
。
本
注
目
。
家
離
儀
以
一
小
泥
。
ん
時
祭
成
。
先
奏
共
純
儀
。
及
行
事
。
常
焚
天
子
。
:
・
大
射
。

養
君
。
大
喪
。
皆
奏
共
殺
儀
。

と
一
一
一
回
っ
て
居
る
。
市
し
て
祭
式
の
模
様
ほ
如
何
で
あ
り
た
か
分
現
す
る
と
と
は
出
来
ね
が
、
服
度
、
感
劫
は

山
総
家
郡
燃
郷
射
祭
泥
。
施
皆
俄
士
総
一
郎
一
行
之
。
戦
京
協
怒
生
一
按
懇
注

J

皆
如
士
山
制
。
(
服
指
rf一
刊
誌
し
以
下
)

と
迷
ベ
て
居
る
か
ら
、
土
畿
を
現
存
す
る
儀
滋
な
b
と
す
れ
ば
、
共
の
有
様
を
路
I

'

知
る
乙
と
、
が
出
来
る
。

一
二
九



一一一一
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一、

老

z遺

て
泰
行
せ
ら
れ
た
る
躍
に
は
、
郷
飲
務
総
及
び
郷
対
穫
の
他
に

、
が
存
す
る
。
幹
一
援
に
於
け
る
お
老
総

と
Jま

が
一
一
一
乏
に

し
て
、
以
て

の
誌
を

ん

ぺ
3
之
、
と
を

w言明

C) 

主/、L

る
の

為
る
が
、

の

に
存
し

十
以
上
。
有
修
行
。

一一-，~ 

郊
一
人
。

一
人
。

-
A
i
η
n・
1
5
1
j
o

ヘ
前
謀
主
、
/

£」
2
5
山
弁
誇
J

v

f

高
官
給
z
L
L

ーζ

っ
て
居
る
、
が
、
後
世
の

老
織
の
三
者
と
は
定
義
を

に
し
、
採
令
φ

丞
尉
と
共
に
民
衆
に
数
へ
、
主
(
の
報
閣
と

し
て
談
役
な
く
約
ぬ
を
均
は
っ
て
反
る
没
投
人
的
存
在
で
あ
b
、
柳
弘
山
徴
は
常
時
の
一
ニ
老
を

夫
…
…
…
老
出
於
漆
器
。
市
北
ハ
楼

綴
令
丞
一
針
。
以
事
相
山
政
。
ロ
克
服
鉦
…
…
呉
於
ん
一
i

之
…
統
計
郷
忠
治
験
口
氏
夫
。
(
烈
一
献
す
よ
、
)

と

ぴ
、
現
今
の
内
向
治
長
代
初
営
す
る
と
し
て
居
る
、
が
五
か
い
趨
諾
で
あ
る
。
一
ニ
老
の
斯
く
の
如
主
意
味
の
悶
刑
法
は
文
帝
可

武
帝
以
後
も
使
用
手
れ
だ
が
、

玄
界
代

ハ
ノ
て
初
め
て
義
者
践
は
媛
大
比
行
に
れ
、
一
一
一
者
、
も
今
迄
の
意
義
の
他
比
一
役
者

践
に
於
け
る
も
の
を
も
指
す
に
去
っ
た
。
然
し
王
葬
の
時
代
は

府
機
元
年
五
月
。
非
加
上
一
宏
一
於
南
郊
。
迎
翠
翌
十
中
一

と
あ
る
如
く
、
明
金
に
て
大
射
織
、
養
老
織
を
行
っ
た
か
に
見
ゆ
る
が
、
王
芥
の
印
刷
嬬
一
冗
年
に
は
阪
に
時
第
、
が
完
成
述

れ
て
ゐ
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
併
濯
の
誤

b
で
は
な
い
か
と
思
ム
。



後
淡
に
入
b
て
光
武
帝
時
抗
却
を
起
し
、
明
帝
之
を
完
成
し
、
永
平
二
年
代
併
探
に
行
幸
遣
れ
て
養
老
織
を
一
行
仏
、

淡

代
の
一
役
者
臓
は
明
治
川
、
代
五

b
て
初
め
て
儀
問
一
(
は
れ

b
と
一
一
一
同
ふ
と
と
、
が
出
来
る
。
以
後
養
老
殺
は
次
第
に
衰
微
し
た
が
、

茶
…
践
は
窓
併
の
系
半
年
間
に
七
事
の
必
行
す
べ
き
」
項
け
け
を
上
奏
せ
る
中
に

養
老
一
昨
夜
。
一
不
入
織
化
。
皆
術
者
之
大
業
。
一
泌
氏
一
別
総
泰
也
。
(
徽
一
叫
ん
じ

と
一
一
一
一
回
ぴ
、
他
の
二
織
を
記
し
て
な
主
所
よ

b
見
れ
ば
、
養
老
識
は
如
何
に
重
要
秘
主
れ
て
ゐ
た
か
を
'
知
得
す
る
も
、

叉
此
の
文
よ
b
全
然
行
は
れ
な
く
銭
っ
て
む
た
と
と
も
分
る
。

一
護
者
般
の
意
義
も
数
育
上
重
大
な
る
も
の
に
し
て
、
白
虎
過
に
は

王
者
父
事
一
一
一
老
、
兄
事
五
一
災
者
何
。
欲
際
学
弟
之
絡
。
以
一
不
天
下
也
。
故
縦
天
子
必
有
傘
也
。
一
一
一
一
口
有
父
也
。
必
有
先

也
。
一
一
一
日
有
兄
也
。
天
子
臨
持
難
。
親
知
…
都
牲
。
季
一
一
一
老
。
父
象
也

0

・
:
兄
率
五
支
。
寵
接
強
交
。
加
客
謙
・
敬
。
版
貌

也
0

・
:
不
正
午
一
一
口
父
兄
。
一
一
一
一
向
者
一
災
者
。
老
者
裕
一
吋
考
也
。
欲
一
一
一
一
同
所
令
者
多
也
。
交
者
一
見
所
也

o
m一
夫
歴
者
衆
也
。
郎
如
是

不
但
一
一
一
一
回
老
。
一
一
一
一
間
三
何
。
欲
共
明
於
天
地
人
之
道
部
老
也
。
五
一
災
者
欲
英
明
於
五
行
之
遊
間
一
見
事
也
。

と
一
一
一
回
ひ
、
天
子
す
ら
父
兄
に
仕
へ
て
孝
弟
の
道
を
守
る
放
に
、
長
下
は
猶
一
去
に
之
を
寅
行
す
べ
主
で
あ
る
と
の
無
一
一
一
一
口
の

数
訓
を
示
し
、
此
滋
に
'
教
育
的
債
徳
、
が
存
す
る
。
三
老
五
一
見
の
一
ニ
・
五
の
字
の
説
明
子
一
白
虎
過
は
天
地
人
と
五
行
思
想

と
よ
b
見
て
ゐ
る
、
が
、
茶
色
も
路
t

之
と
同
議
に
し
て

天
子
父
事
一
一
一
老
者
。
越
成
子
天
地
人
也
。
兄
率
五
支
者
。
郁
子
五
品
也
。
一
災
者
長
也
。
支
相
代
歪
五
也
。
能
以
一
一
昔
道

一一一一一



改
克
己
也
。
又
一
ニ
ー
老
老
誇
久
也
夜
間
也
霧
也
と
。
(
胸
)

4

一
出
回
っ
て
居
b
、
郷
玄
は
三
反
五
泉
…
よ
b
設
主

天
?
?
以
父
兄
泰
之
。
一
不
天
下
之
孝
悌
也
。
名
以
三
五
者
。
取
象
三
辰
五
星
。
(
繍
統
一
一
一
謹
一
位
一
、
)

と
一
一
一
一
回
以
、
孔
疏
は
之
を
解
し
て

一
ニ
注
目
月
一
及
。
五
会
開
東
方
握
説
。
南
方
後
一
及
。
西
方
大
台
。
北
方
反
日
航
。
中
央
銭
足
。
(
制
上
)

と
述
べ
て
ゐ
る
が
、
白
虎
過
の
設
が
五
常
で
あ
ら
う
。

一
一
一
老
は
天
地
人
、
五
一
夫
は
五
行
の
遊
よ
b
設
現
し
て
居
る
か
ら
、
一
二
老
は
三
入
、
五
支
は
五
人
の
員
数
を
兵
へ
て
ゐ

る
か
と
の
疑
問
を
持
ク
が
、
白
虎
遜
は
各
一
人
な
る
乙
と
を
蓮
ベ

一
一
一
老
五
一
見
幾
人
乎
。
日
各
一
入
。
日
何
以
知
之
。
段
以
父
事
一
部
巳
。
不
宣
有
三
。

と
一
一
一
一
回
以
、
五
一
見
の
乙
と
は
記
し
て
な
い
が
、
一
ニ
老
の
設
明
よ
b
推
量
3
れ
る
も
の
と
し
て
省
略
し
た
の
か
も
知
れ
な

ぃ
。
鄭
玄
も
各
一
人
と
し

一
一
五
五
一
見
各
一
人
也
。
(
銅
山
町
一
一
諮
問
針
、
)

正
一
一
一
一
問
。
て
府
b
、
後
波
書
、
機
儀
芯
に
も

一
後
三
五
一
見
之
儀
。
先
吉
日
可
徒
上
太
伴
者
諮
郎
。
故
一
一
一
公
人
名
用
英
徳
行
年
者
高
者
。

一
入
居
跡
老
。
次
一
人
魚
克
也

Q

と
中
一
一
間
以
、
上
掲
の
誇
例
よ
b
一
一
一
老
、
五
一
見
、
も
各
一
人
で
あ
っ
た
乙
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。



養
老
磯
の
儀
式
は
今
日
文
献
に
残
る
も
の
多
く
、
或
耗
皮
は
知
得
，
S
れ
る
が
、
後
漢
書
、
明
帝
紀
に
は

永
一
千
二
年
各
十
月
壬
子
。
幸
降
疑
。
初
行
養
老
漉
。
認
B
o
-
-
-
今
月
元
日
。
復
践
昨
来

0
1

季
一
帯
三
老
os
兄
事
五
支
。

安
本
戦
輪
。
供
綬
執
一
授
。
侯
王
設
醤
。
公
卿
傑
珍
。
絞
殺
組
制
。
執
鍔
市
酪
。
統
一
回
在
前
。
一
成
唆
在
後
。
升
歌
鹿
鳴

Q

下
管
新
官
。
八
倍
具
修
。
寓
怨
於
庭
。

と
一
一
一
一
回
っ
て
居
b
、
安
本
願
紛
争
一
以
て
迎
へ
帝
は
之
宮
内
m
併
に
奔
し
、
常
自
ら
版
部
し
王
侯
も
夫
冷
奉
行
し
、
楽
を
具
ヘ

舞
を
怨
す
な
ど
威
儀
整
然
た
る
も
の
あ
b
、
此
の
式
の
終
了
の
翌
日
、
三
老
は
官
協
に
至
λ

リ
て
昨
日
の
厚
遇
を
謝
し

天
子
父
率
三
老
。
兄
事
五
一
史
。
天
子
溺
拝
於
界
。
明
日
三
老
諸
問
謝
。
(
慨
山
儀
)

左
中
一
一
回
以
、
茶
色
の
溺
断
に
も
同
様
な
記
事
、
が
あ
る
が
、
山
肢
の
章
壌
太
子
は
明
帝
紀
に
更
に
詳
総
代
注
し

皆
ハ
一
ニ
老
五
支
)
税
制
子
太
感
講
堂
。
共
詩
乗
組
一
一
。
先
到
時
一
娘
。
瀧
準
。
殿
座
子
東
一
期
。
遣
使
者
安
卒
。
迎
三
老
五
一
見
。

天
子
泡
千
円
日
付

u

交
拝
導
自
陀
一
階
。
三
者
向
案
階
升
東
富
。
一
ニ
公
設
九
杖
。
九
卿
正
底
。
天
子
親
漉
説
述
。
執
醤
而

銭
。
執
待
問
酪
。
五
一
見
南
面
。
一
二
公
怒
供
。
漉
亦
知
之
。
明
日
皆
詩
閥
謝
以
共
於
己
大
隆
也
。

と
一
一
一
一
回
っ
て
ゐ
る
。

以
上
述
べ
し
如
く
昨
夜
は
行
総
の
m
別
で
あ
る
、
が
、
翠
に
磯
式
を
m自
得
す
る
の
で
は
な
く
、
飽
く
迄
躍
に
依
っ
て
徳
を

葵
ふ
な
目
的
と
し
、
捻
の
黙
に
教
育
的
意
義
な
接
見
す
る
も
の
で
あ
る
。

一一一一一一
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